
 

 

 

 

 

 

仲間とのきらきら輝く日々 
             校長 海老澤 孝代 

暖かな春の光に包まれて、１年生が植えたチューリップの芽が急に伸びてきました。木々の芽も

いくらかふくらんできたように感じます。 

相沢小学校では学習環境の整備が進みました。まず、特別教室（音楽室、理科室、図書室、図工

室、家庭科室）の空調整備が行われました。また今まで懸案となっていた校舎の雨漏り防止のため

に、屋上の防水工事も行われました。これからは天候に左右されることなく、暑さも気にせずに学

習に取り組めると、一安心しています。 

本校は学校教育目標を「学びあい 認めあい 支えあい 夢をはぐくむ あいざわっ子」とし、

笑顔いっぱいの学校を目指し、関わりを重視した教育活動を進めてまいりました。今年度は連合町

内会長様を始めとした地域の皆様、PTA、近隣の中学校や幼稚園・保育園、読み聞かせなど学習で

お世話になっている方などにお集まりいただき、「まちとともに歩む学校づくり懇話会」を設立し、

学校へのご意見をいただきました。また、保護者の皆様からも学校づくりアンケートで多くのご意

見をいただきました。これらは来年度の学校づくりに生かしてまいります。皆様に支えられ子ども

たち、そして職員も充実した日々を過ごすことができました。心より御礼申し上げます。ありがと

うございました。 

さて、６年生は３月２０日にいよいよ卒業の日を迎えます。最高学年としてこの一年、本当に立

派に相沢小学校をリードし活躍してくれました。下級生にとっては憧れであり、そして私にとって

も自慢の６年生です。卒業文集にはこのような言葉が記されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

仲間とのきらきら輝く日々。共に過ごす出来事一つ一つが大切な思い出。相沢小学校の目指す子

どもの姿がここにあるのだと思います。仲間と関わり、たくさんのことを学び、考え、充実した毎

日を過ごせるように職員一同努力してまいります。今後も変わらぬご支援をいただきますようお願

い申し上げます。 
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私が戸惑っていたら、周りの仲間が支えてく

れた。支え合うことで、さらにもっとよくな

れる。私はみんなで支え合えるってすごいと

気付いた。一人では支え合うことはできない

けれど二人、三人、たくさんの人がいて支え

合えるのだと思った。 

大切なのは仲間とクラス。一人ひとりの個性

が違っていても、みんなの心は一つ。クラス

の仲間で支え合ったり、笑ったり。一緒に過

ごしたクラスの仲間は私の宝物です。この一

年間で色々なことで関わり合いながら、思い

出を作っていくことができました。 


